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11三休反感fWl よりみた尿tr~1生機物質の消長について

U~lH 眼科i核尿と尿係jJ&(O/K， KdK~， O/K~) その 2*ホ

京-回数柴・西風 情

(北海道大学附属結筏研究所化学部門)

疲労研究にあたって何故にそのよって来たるところの

はっきりしない O/Kより仕事をすすめているかというじ

その O/Kが疲労測定法として合格し得るまず第一の条件

をそなえているからである。

疲労iE陪法と名のつく以J:，その反応カ哨定の機能系

列の興訟と古授の関係をもってはならない。もしもったと

したならばそれは疲劣原因の検ヲ方法である。疲労原因検杏

法といってしまえば，われわれの訂してL、るすべての生物

争的，生イKEF-的，理学的方法は皆それである。

血中エオジノii1Us包のm民にその仰をあげれば，それは
Jliff:IT&休一間liar系(ACTH-Cortisone系)e. ~iì';接な関係があ

り， eosinopeniaはその系列の異常興総生体の Catabolic

phase¥i([1入を訂、味することになろうか疲労はそのcatabolic

phascにも anaboli巴phaseにも同様に存在する。

JUl熔についていえば血糖の上昇は特にACTH-cotisone

系並びに sympathico・adrenal系の興諮問苦因l.-，その下

降はそれに対する Vago-insulin系の興奮に帰国すること

になろうが，そのいずれの phaseにも疲労は存在する。
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また運動によって常に(+)を廷する反LEがあったとし

ても疲労は生体の静止，運動;時どちらにも存する故にその

方法を疲労測定法と名づけ得なL、。

狭義の肉体的 stressr専の生体に(十)を屯する反応が

あったとしても，疲労は精神的stresS下の生体にも同様に

ある故その方法をもって一概に疲労測定法とみなし得ない。

以上述べた例からも了解し得る如くそれらの反応の

(+)も(ー)も同校に疲労の原因の指示にすぎなしその反

応の(十)， (ー)時に同級に疲労は存在することになる。

その第一の条件とは stressorの性質の如何をとわ

ず，生体がそれにより~~.休が!忍端な catabolic ある L、は

anabolic phaseに¥;([1人したttif?1;可にその方法が同肢に(十)

あるいは(ー)の反応をしめすことであるの

OjKは火似九手前九骨折り等によって極端な catabo・

lic phase 陥入をよぎなくされた生体に， H. selyeの言奨

をかりていえばACTH-cortisone系の機能の冗進をよぎな

くされた警告応応陥入生休に高債をしめすと同時にそれに

つづく anabolicphase陥入生体にも高値をLめしたのこ
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たf日]があげられるの

以上から O/Kは組:対日に cataboli巴phaseにぽ!入して

いる生体にも， ]話に極端に anaboJicphaseにIji{1入してい

る(あるいは四taboliciこllifl入することを出端にきらって

いる)生体にも同法に同信をしめずと結論して主支え:ln¥か

ろう。

(またO/Kがある紐の emotionalstress"7，め下の生休

'降

の期は ACTH-cortisone系のそれに対応する他の系列の

機能に比する杉並115 よt1~~!2ともみなしてよいであろうが，その

iO例として，さらに O/Kが生後0-12カ月5，())の手LJlJにi苛

位をしめし(その矧は ACTH-cortisone系に比する 8TH

系の機能充i生時とみなしたし、)，また託統結成思者において

百億(木忠者群は正常人あるいは軽杭結反，也君号群に比し

ACTH-cortisone系の機能哀微をかんがえたし、)をしめし
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にお(i;'[を示したのもわれわれの疲労研究に 1つの大きな示

問をあたえる)。

今1，1JはliiliU'りに引続き尿係数殺として安f1られている。

O:'K， KI!K~， O!K2の相互の関係について(市i抗肺1往復忠君・

限， f，:，O邸内~~l'，[;後!忍者尿並びにE常人労i:ll者勤務11寺尿を対

会とし)十lz-~汁しTニL 、。

震駿篠件並びに成績

1fi抗肺結肱思表並びに王常人の採尿条件は前報1~-15)

と全く同一であり，それぞれ全尿あるいは逐時尿をとり，

附!炭1点;形術後尿は外J後まる 3日間までの尿(全尿)を対象と

し，!JI<..係主主ls-lりをiJHj'i乏した。

肉 1，2は術後忠君f尿(11名)の KlIK2とO;K並びに

K1/Kョと OIK，の相明における原図であり，図3，4の=線

はそれらをoverlappingmean法により統計的にまとめた

ものである。

同 3，4にみるが如く K，/K2Vこ芳限した句J合毘夜結段

忠才i-31主びに引?後忠、者の1¥¥心低は正?;?人のそれに比し高値を

しめし.かつほぽ同等の寓さにあるに民し， O/K，O;K2に

おいてはその両者が正常人に比し高値をしめずのみならず

その河辺ーの泣も生じた。日日ち~{\Î後，B1円ーのm:心fu'lは冗1itのそ

れをはるかにこえ夜似をしめした。もし附邸内]院!~:後 3 日

までの生休の平均カ;!Ti:.r;，仁のそれにj七し奴労のi主が央とした

ならばO，iK立kびに O/K2は疲労測定法として KI，'Kョより

すぐれているということになる③
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前報n)において正常人， n理， 111， I立肺結E愛読を対象と
し，以上の尿係数の相[.¥gをとり，その抗例分離ギにおいて

K，/Kョ， O/K2がすぐれていることを報告したが，以上の仮

定における考祭とこの事実を合せ考えるとき 3係数中

O/K2が疲労測定法としてすぐれていることになろう。

次報1のにおいてはこれらの尿係数と新法としての

O/K~ の相関について報公したし、。
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-・・・正常人労イ力時尽

ーーー肺結tt!ll者重症康
=胸廓成形術骨~

且 一一一ーーーーー」ー-国・・日-圃占
"'4 49 54 

後 見'~f{(~般には I:!主の 3 係!政のタトに新jミとしての O広41勾， O/~J9) も合める。
州本論文は問手と生物些雰~28~封~2~虎に汲表した。
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